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神戸大学大学院医学研究科教授、同大
学医学部附属病院長、医学研究科長な
どを経て2021年より現職。日本泌尿器
科学会理事長など歴任。国産の手術支
援ロボット「hinotori」の開発に携わり、
１例目の手術を執刀、成功させる。

　世界に開かれた国際港湾都市に位置する神戸大学は、「真
摯・自由・協同」の学風のもと、「学理と実際の調和」を
建学の精神として発展を続けてきました。人文・人間科学
系、社会科学系、自然科学系、生命・医学系の4つの学術
分野を核に、ノーベル生理学・医学賞をはじめ、数多くの
輝かしい業績を残し、有為な人材を多数輩出しています。
　さらなる進化に向け、「知と人を創る異分野共創研究教
育グローバル拠点」を長期ビジョンに、特色と強みを持ち、
地域と世界に貢献する世界トップレベルの研究教育拠点を
形成すべく、「デジタルバイオ＆ライフサイエンス・リサー
チパーク（DBLR）」を設立し、DBLRで生み出されたイ
ノベーションを社会実装化などの取組を大学全体へと展開
することで、グローバル・イノベーション・キャンパスへ
と変革することを目指しています。
　また、今春のシステム情報学部と医学部医療創成工学科
の新設に加え、来年4月には大学院医学系研究科の改組を
予定するなどさらなる飛躍を目指しています。

「
知
と
人
を
創
る
異
分
野
共
創
研
究
教
育
グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
」

を
充
実
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

未
来
を
切
り
拓
く
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
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建
学
の
理
念
実
現
に
向
け

さ
ら
な
る
研
究
・
教
育
体
制
の
強
化

　

国
際
戦
略
港
湾
・
神
戸
に
キ
ャ
ン
パ
ス

を
構
え
る
神
戸
大
学
は
、
開
放
的
で
国
際

性
に
富
む
文
化
的
・
歴
史
的
背
景
を
持
ち
、

進
取
と
自
由
の
精
神
が
み
な
ぎ
る
学
府
で

す
。
前
身
の
神
戸
高
商
時
代
の
「
真
摯
・

自
由
・
協
同
」
の
精
神
を
継
承
し
、「
学

理
と
実
際
の
調
和
」
を
建
学
の
理
念
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
課
題
解
決
に
貢

献
し
て
き
ま
し
た
。「
知
と
人
を
創
る
異

分
野
共
創
研
究
教
育
グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
」

と
し
て
進
化
・
発
展
し
続
け
る
こ
と
を
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
い
ま
す
。

　

藤
澤
正
人
学
長
は
、「
今
、
わ
が
国
の

国
立
大
学
は
厳
し
い
財
務
状
況
に
直
面
し

て
お
り
、
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
な
ど

と
相
ま
っ
て
そ
の
維
持
・
発
展
は
困
難
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
資
源
に
乏

し
い
わ
が
国
に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な
の

は
人
材
で
あ
り
科
学
技
術
の
進
歩
で
す
。

こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
地
域
の
文
化
、

社
会
、
経
済
を
支
え
る
拠
点
と
し
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
努
め
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
、
神
戸
市
と
の

大
学
都
市
神
戸
産
官
学
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

育
を
専
門
に
す
る
医
療
創
成
工
学
科
  （2）

を
医

学
部
に
新
設
し
ま
し
た
。
２
年
前
に
設
置

し
た
医
学
研
究
科
の
医
療
創
成
工
学
専
攻

と
の
一
貫
教
育
に
よ
っ
て
、
新
し
い
医
療
機

器
開
発
を
牽
引
す
る
実
践
的
人
材
を
育
成

し
ま
す
。
こ
う
し
た
学
部
や
大
学
院
、
セ
ン

タ
ー
が
互
い
に
密
に
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、

独
創
的
・
学
際
的
な
教
育
・
研
究
を
実
施

し
て
い
る
の
が
神
戸
大
学
の
特
徴
で
す
。

　

さ
ら
に
、
来
春
に
は
、
大
学
院
医
学
研

究
科
と
大
学
院
保
健
学
研
究
科
を
統
合
し

た
大
学
院
医
学
系
研
究
科
を
設
置
し
、
医

師
や
看
護
師
と
い
っ
た
職
種
の
壁
を
越
え

て
生
命
医
学
系
分
野
の
課
題
に
幅
広
く
対

応
で
き
る
よ
う
、「
専
門
知
」
だ
け
で
な

く
、
近
年
重
要
性
を
認
識
さ
れ
て
い
る

「
総
合
知
」
を
推
進
し
、
社
会
実
装
す
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
け
る
基
礎
教
育
と

分
野
横
断
的
な
学
び
を
提
供

　

神
戸
大
学
が
有
す
る
11
学
部
と
15
大
学

院
は
４
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
分
か
れ
て
い

ま
す
が
、
藤
澤
学
長
は
「
大
学
教
育
に
お

い
て
も
、
教
育
の
Ａ
Ｉ
・
デ
ジ
タ
ル
化
が

急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
神
戸
大
学
で
は

デ
ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
学

ム
の
強
化
を
図
り
自
治
体
や
産
業
界
な
ど

と
の
産
官
学
連
携
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
社
会
が
大
学
に
何
を
求
め
て

い
る
か
を
見
極
め
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
意
見
を
取
り
入
れ
た
大
学
の
研
究
・
教

育
体
制
を
構
築
し
、
博
士
な
ど
の
高
度
人

材
の
養
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、
女
性
、

外
国
人
留
学
生
や
教
員
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

人
材
を
受
入
れ
て
、
多
様
性
・
多
文
化
共

生
の
時
代
を
牽
引
し
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
の
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
に
も

注
力
し
て
お
り
、「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

キ
ャ
ン
パ
ス
＆
ヘ
ル
ス
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
の
推
進
、
障
害
の
あ
る
学
生
の
修
学

支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
学
部
・
新
学
科
設
置
で

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

　

Ａ
Ｉ
・
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
担
う
優
秀
な

次
世
代
人
材
の
必
要
性
の
高
ま
り
を
受
け
、

今
年
４
月
に
工
学
部
情
報
知
能
工
学
科
を

シ
ス
テ
ム
情
報
学
部
  （1）

へ
改
組
し
、
定
員

を
１
５
０
名
に
大
幅
に
増
や
し
た
ほ
か
、

大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
学
研
究
科
の
定
員

も
段
階
的
に
拡
充
す
る
予
定
で
す
。
シ
ス

テ
ム
情
報
学
部
で
は
「
シ
ス
テ
ム
情
報
学

カ
レ
ッ
ジ
」
の
も
と
、
シ
ス
テ
ム
情
報
学

研
究
科
と
連
携
し
て
学
部
大
学
院
一
貫
教

育
を
行
い
、
通
常
最
低
９
年
か
か
る
博
士

の
学
位
取
得
を
最
短
６
年
で
可
能
と
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
構
築
し
、
高
度
情
報
専
門

人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
大
学
で
あ
る
特
色
を
活
か

し
た
横
断
的
な
学
び
も
重
視
し
、
医
学
と

工
学
の
融
合
に
よ
る
医
療
機
器
開
発
の
教

（1） システム情報学部
　AI（人工知能）やデータサイエンス、スー
パーコンピュータなどの専門性を土台に、社会
課題の解決、新たな価値創造に挑む人材の育成
を目指す。教育のキーワードは「総合的な知」。
入学直後から専門科目を学び、目的意識をもっ
て教養科目を履修する「反転教養教育」などさ
まざまな制度を導入する。例えば、実践の場と
して大学院生などと協働して考える教育プログ
ラ ム「 異 分 野 共 創C3（ シ ー キ ュ ー ブ ＝Co-
Creation＆Collaboration）」を導入。入学定員
は150人。一般選抜が130人、学校推薦型選抜

（女子枠）が15人、「志」特別選抜が５人。

（2） 医学部医療創成工学科
　これまで日本には医療機器を専門に学ぶ学
科・専攻はなかったが、それを一貫教育できる
システムを構築。定員25人。教養科目や生理学、
解剖学などの医学的な基礎知識、数学、物理学
などの工学的な基礎知識に加え、専門科目では
医療機器を社会実装する際に必要となる法制度、
知財、ビジネスプランニングなども学ぶ。創造
性教育も特徴で、批判的思考やデザイン思考、
システム思考などの思考習慣を身につける。一
般入試の前期日程のみ実施し、大学入学共通テ
スト、個別学力検査に加え、面接により選抜する。

（3） 数理・データサイエンス・AI教育
　文系・理系を問わず、全学部を対象とした段
階的な教育プログラムを提供。１年生必修科目
の「データサイエンス基礎学」では、デジタル
社会の「読み・書き・そろばん」である数理・
データサイエンス・AIのリテラシーレベルを学
ぶ。続く応用基礎レベルでは、数理・データサ
イエンス・AIを自らの専門分野に応用するため
の基礎力が習得できるよう設計されている。ど
ちらのレベルも、修了者にはオープンバッジ

（デジタル証明）が授与される。

タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
  （3）

」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
総
合
大
学
で
あ
る
神
戸
大
学

の
特
色
を
活
か
し
、
専
攻
分
野
を
深
め
な

が
ら
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る
横
断
的
な
知

識
も
修
得
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
多
数

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
日
本
酒
学
や
阪
神
・
淡
路
大

震
災
な
ど
地
域
と
関
係
深
い
科
目
が
数
多

く
開
講
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
各
学
部
の
専

門
性
を
活
か
し
た
国
際
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
「
神
戸
グ
ロ
ー
バ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｇ
Ｃ
Ｐ
）」、
環
境
問
題
や

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
と
関
係
の
深
い
持
続
可
能

な
開
発
の
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
神

戸
大
学
Ｅ
Ｓ
Ｄ
コ
ー
ス
」
な
ど
も
整
備
し

て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｂ
Ｌ
Ｒ
を
核
に
先
端
研
究
推
進

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
を
加
速

　

神
戸
大
学
は
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
研

究
大
学
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
に
は
、
バ
イ
オ
も
の
づ
く
り
、

先
端
膜
工
学
、
医
工
学
、
健
康
長
寿
、
社

会
シ
ス
テ
ム
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
５

分
野
を
結
集
し
た
研
究
拠
点
群
の
「
デ
ジ

タ
ル
バ
イ
オ
＆
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
・
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
（
Ｄ
Ｂ
Ｌ
Ｒ
）」
を
開
設

し
、
国
内
外
の
大
学
や
研
究
機
関
と
も
連

携
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
研
究
拠
点
と
し

て
バ
イ
オ
も
の
づ
く
り
共
創
研
究
拠
点
、

メ
ド
テ
ッ
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
、
バ
イ
オ
も
の
づ
く
り
、
医
療

も
の
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
バ
イ
オ
メ

デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ

ロ
を
目
指
す
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
」
や
、
健
康
や
幸
福
を
追
求
す
る

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
な
ど
の
異
分
野

共
創
研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
、
日

本
で
唯
一
の
膜
工
学
の
総
合
的
研
究
開
発

拠
点
で
あ
る
「
先
端
膜
工
学
研
究
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
実
現
を
可
能
に
す
る
機
能
性
Ｃ
Ｏ
２
分
離

膜
や
、
水
資
源
の
有
効
利
用
に
必
要
な
高

機
能
水
処
理
膜
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
神
戸
医
療

産
業
都
市
地
区
に
あ
る
統
合
研
究
拠
点
で

は
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
富
岳
」

を
活
用
し
た
先
端
研
究
も
推
進
。「
新
た

な
産
業
創
出
に
向
け
、
神
戸
大
学
発
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
体
制
を

充
実
さ
せ
、
地
域
に
根
差
し
世
界
に
誇
れ

る
全
学
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
築
し
ま
す
」
と

藤
澤
学
長
。

君
に
寄
り
添
い

君
と
と
も
に
未
来
を
創
る

　

神
戸
大
学
に
は
、
全
学
的
な
同
窓
会
組

織
と
し
て
「
神
戸
大
学
校
友
会
」
が
あ
り
、

One Kobe Fam
ily

と
し
て
、
神
戸
大
学

の
在
校
生
、
教
職
員
、
卒
業
生
、
保
護
者

な
ど
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
交
流
し
、

結
束
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、「
本
学
で
は
、
大
き
な
夢
と

高
い
志
を
も
っ
て
学
修
に
励
み
た
い
と
い

う
皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
。
未
来
を
思

考
す
る
鋭
い
感
性
、
判
断
力
と
思
考
力
、

そ
し
て
自
主
的
な
実
行
力
を
高
め
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
恵
ま
れ
た
立
地
を
背
景
に
素

晴
ら
し
い
教
育
・
研
究
環
境
を
備
え
た
神

戸
大
学
で
、
学
問
へ
の
好
奇
心
と
情
熱
を

失
わ
ず
、
自
分
な
り
の
面
白
み
を
追
求
し
、

未
踏
の
道
を
歩
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
挑
戦
を
通
し
て
、
あ
な
た
の
能
力
や

知
識
が
磨
か
れ
ま
す
。
磨
か
れ
た
点
の
積

み
重
ね
は
、
将
来
必
ず
線
と
し
て
つ
な
が

り
、
あ
な
た
だ
け
の
道
を
創
り
、
す
ば
ら

し
い
未
来
を
拓
く
こ
と
に
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
神
戸
大
学
は
、
い
つ
も
愛
情
と

優
し
さ
を
も
っ
て
、
学
ぶ
皆
さ
ん
に
寄
り

添
い
、
と
も
に
未
来
を
創
り
ま
す
」
と
、

藤
澤
学
長
は
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

情報価値創造教育棟では、システム情報学部の授業などが行われる予定です。

情報価値創造教育棟予定図 生
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
よ
う
な
質
の
高
い
デ

ジ
タ
ル
教
育
に
向
け
て
の
整
備
を
進
め
、

時
空
間
の
制
限
の
な
い
理
想
的
な
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
を
目
指
し
て
い
ま

す
」
と
説
明
し
ま
す
。

　

神
戸
大
学
で
は
、
す
べ
て
の
学
部
の
１

年
生
に
基
礎
教
育
と
し
て
「
数
理
・
デ
ー

百年記念館からは神戸の街並みが一望できる

TOPIC　神戸大学☆夢ラボ
　SDGsと地域連携を大きなテーマに、神
戸大学が持つ「知」を広く情報発信するた
め、ラジオ番組「神戸大学☆夢ラボ」の放
送を開始し、３年目を迎えました。教員
が、各専門分野の研究を始めたきっかけ
や、研究成果が社会にどのように役立って
いるかなどをリレー形式で語ります。

神戸大学
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